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研究背景>近年，大気圧プラズマを用いた殺菌の研究が盛んに行われている．大気圧プラズマの特徴とし

て，低温・非侵襲で化学薬品を使わずに殺菌が可能であるという利点がある．しかしながら，プラズマ

殺菌のメカニズムは完全に解明されておらず，また食品へ応用するためにはプラズマが食品へ与える影

響を調査する必要がある．これまでに食品衛生へのプラズマ応用の観点から食肉のプラズマ殺菌法を検

討してきた．1), 2) プラズマ照射による食肉の変性が血中タンパク質にあることがわかっている．そこで，

血漿内のタンパク質の 6割を占めるアルブミン（約 600個のアミノ酸から成る）に着目し，大気圧プラ

ズマ照射がアルブミンに与える影響を飛行時間型質量分析法(TOF-MS)による測定で調査した． 

 

実験方法>試料は血液中濃度と同じとなる 3%ウシ血清アルブミン(BSA)をリン酸緩衝溶液(PBS)に溶解

して作成した．これを，40mmディッシュに入れ，大気圧プラズマ 3) （Ar流量 4.26 slm, AC 8 kV，照

射距離 15 mm）の照射時間を変えて溶液に照射した．マトリックス支援レーザ照射イオン化飛行時間型

質量分析（MALDI-TOF-MS）法で大気圧プラズマ照射をした試料を計測した．マトリックスにはシナピ

ン酸(Sinapinic Acid)を使用した． 

 

特色と独創的な点>プラズマ殺菌を食品へ応用するために，食肉への大気圧プラズマ照射による影響に焦

点をあて，質量分析法を用いてプラズマ照射後の血中タンパク質の物性変化を調査した． 

 

研究成果>Fig. 1にプラズマ照射時間による BSAからのMALDI-TOF-MSスペクトルの変化を示す．m/z

が 66506にみられるピークは 1価，33257のピークは 2価の BSAの信号と同定される．4) プラズマ照

射時間増加に伴い信号強度が低下しており，BSA溶液の物性変化を示唆した．  
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Fig. 1. MALDI-TOF-MS spectra of BSA. 
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